
医
学
部
入
試
に
必
要
不
可
欠
な

思
考
力
と
対
話
力
を
強
く
す
る
！

―
―
医
学
部
入
試
の
論
文

・
面
接
の

概
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

奥
津
　
論
文

・
面
接
試
験
の
本
質
を

理
解
す
る
上
で
重
要
な
の
が
、
以
下

に
挙
げ
る

「
学
力
の
３
要
素
」
で
す
。

①
基
礎
的
・基
本
的
な
知
識
・技
能
。

②
知
識

・
技
能
を
活
用
し
て
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考

力

ｏ
判
断
力

・
表
現
力
等
。

③
主
体
的
に
学
修
に
取
り
組
む
態

度

（主
体
性

。
多
様
性

・
協
働
性
）。

道
内
の
医
学
部
で
は
Ａ
Ｏ
ｏ
推
薦

に
論
文
試
験
が
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
様
に
国
公
立
大
学
の
Ａ
Ｏ
ｏ

推
薦
で
も

「書
く
」
こ
と
を
重
視
す

る
入
試
が
あ
り
ま
す
。
私
立
大
学
医

学
部
で
は
、
論
文
試
験
が
ほ
ぼ
必
修

に
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

「
学
力

の
３
要
素
」
の
②
「
思
考
力
・判
断
力
・

表
現
力
」
を
は
か
る
も
の
で
す
。

一
方
、
面
接
試
験
は
、
医
学
部
で

は
従
来
か
ら
必
修
で
し
た
。
ワ⊂
れ
は
、

②
「
思
考
力

・
判
断
力

・
表
現
力
」

に
加
え
て
、
医
学

ｏ
医
療
に
対
す
る

関
心

上
思
欲
を
含
む
③
「主
体
的
に

学
修
に
取
り
組
む
態
度
」
を
は
か
る

も
の
で
す
。

―
―
面
接
試
験
の
近
年
の
傾
向
は
？

奥
津

「
差
が
つ
く
面
接
」
が
導
入

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

道
内
で
は
旭
川
医
大
が
以
前
か
ら

討
論
面
接

（集
団
面
接
）
を
重
視
し
、

札
幌
医
大
の
推
薦
入
試
で
も
数
年
前

か
ら
討
論
面
接
が
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
面
接
宮
の
質
問
に
答
え
る

一
方

向
の
個
人
面
接
に
対
し
て
、
受
験
生

同
士
の
双
方
向
の
対
話
が
必
要
な
点

で
、
討
論
面
接
は
難
度
が
高
く
な
り
、

大
き
な
差
が
つ
き
ま
す
。

な
お
、
討
論
面
接
に
加
え
て
、

〓
〓
申
（
〓
巳
↑ぼ
ご
〓
〓
一
Ｆ
ざ
『二
①ヨ
）

が
全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
特
定
の
課
題
に
つ
い

て
、
受
験
生
と
面
接
官
が
１
対
１
で

数
分
間
の
対
話
を
す
る
も
の
で
す
。

頭
の
キ
レ

（的
確
な
思
考
）
と
タ
フ

さ

（対
話
へ
の
意
欲
）
の
面
で
、
大

き
な
差
が
つ
く
面
接
で
す
。

一
能
動
的
に
書
く

・
話
す

・機
会
を
増
や
し
鍛
錬
を

―
―
学
び
方
も
変
わ
っ
て
き
た
の
で
は
？

奥
津
　
従
来
、学
び
は
受
動
的
な
「
学

習
」
で
し
た
。
し
か
し
、
論
文

・
面

接
試
験
に
は
、
能
動
的
な

「学
修
」

が
必
要
で
す
。
関
連
し
て
最
近
、
注

目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
認
知
能
力
と

非
認
知
能
力
と
の
区
別
で
す
。

認
知
能
力
は
学
カ
テ
ス
ト
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
客
観
的
な
数
値
評

価
が
可
能
で
、
「学
力
の
３
要
素
」

の
①
に
対
応
し
た
能
力
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
非
認
知
能
力
は
、

学
カ
テ
ス
ト
で
は
は
か
れ
な
い
人
間

の
気
質
や
性
格
的
な
特
徴
を
中
心
と

す
る
も
の
で
す
。
可
鍛
性
が
強
く
、

能
力
向
上
に
は
反
復
と
継
続
が
有
用

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
非
認
知
能
力
の
優
劣
を

見
る
の
が
論
文

ｏ
面
接
試
験
で
す
。

知
識

ｏ
技
術
の
習
得
と
表
現
さ
れ
る

よ
う
な
受
動
的
な

「
学
習
」
で
は
、

こ
れ
ら
の
試
験
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
あ
る
医
学
部
が
入
試
ガ
イ
ド
で
、

論
文
試
験
に
つ
い
て

「専
門
的
な
知

識
の
有
無
を
間
う
こ
と
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
明
示
し
ま
し
た
。

「
学
習
」
指
導
の
誤
り
に
対
す
る
注

意
喚
起
で
す
。

駿
台
で
は
、
以
前
か
ら
能
動
的
な

「
学
修
」
を
通
じ
て
、
論
文

・
面
接

に
必
要
な
思
考
力
と
対
話
力
を
強
化

す
る
た
め
、
日
常
的
に
書
く

・
話
す

機
会
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
進
め

ら
れ
る
の
で
す
か
。

奥
津
　
通
年
の
授
業
や
季
節
請
習
で

は
、
毎
回
の
よ
う
に
論
文
を
書
き
ま

す
。
ま
た
、
授
業
後
に
は
希
望
者
を

対
象
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
の

面
接
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
基
礎
的
な
知
識
は
必
要
で
す

が
、
そ
れ
を
生
か
す
に
は
、
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
経
験
の
積
み
重
ね
が
大
切
に

な
る
か
ら
で
す
。

逆
説
的
で
す
が
、
「
学
修
」
過
程

の
目
標
は
、
数
多
く
の
失
敗
を
す
る

こ
と
。
そ
し
て
、
失
敗
に
対
し
て
き

ち
ん
と
し
た
振
り
返
り
を
行
い
、
次

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

ま
さ
に

ざ
Ｒ
コ一口
”
球
ｏ日
①『
ｏあ

で

あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
は
、
〓
あ
＞

Ｑ
一Ｓ

∪
ｏ
ｏ
Ｆ
算

＞
ｏ↑一８
＝
サ
イ
ク

ル
を
回
す
）
と
い
う
表
現
で
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
入
試
本
番
で

よ
い
結
果
を
も
た
ら
す
の
で
す
。

２
０
１
８
年
度
入
試
の
駿
台
生
合

格
実
績

（医
学
部
医
学
科
）
は
、
国

公
立
大
学
１
９
８
２
負

私
立
大
学

２
７
３
２
名
「
全
関
係
者
が

「愛
情
教

育
」
の
精
神
で

受
験
生

一
人
ひ
と

り
と
向
き
合
い
、
「学
力
の
３
要
素
」

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
引
き
出
し
、
磨
き

‥

夢

ｏ

おくつ 。しげき/予備校講師歴は約 30年 、医系論文と文系論文を担当_

専門は情報政策。「書く」「話す」ことのスペシャリストとしての実績を授

業に反映.道 内はもちろん、全国の医学部の小論文、面接試験、AO。

推薦入試に精通し、的確な分析を踏まえた「学修」指導に定評がある。

論文科講師 奥 津  茂 樹 氏


